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地
域
労
働
市
場
と
農
民
層
分
解

は
じ
め
に

｀
 

I
 

東
南
ア
ジ
ア
農
村
も
最
近
は
急
激
な
資
本
主
義
化
の
波
を
う
け
て

著
し
い
変
容
を
と
け
つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
‘
―
口
に
資
本
主
義
化

と
い
っ
て
も
、
第
三
世
界
の
そ
れ
は
‘
か
つ
て
の
先
進
的
資
本
主
義
発

展
と
も
ま
た
後
進
的
資
本
主
義
発
展
と
も
国
際
環
境
を
著
し
く
異
に

し
、
そ
れ
と
一
様
に
論
じ
ら
れ
な
い
特
性
を
お
び
て
い
る
こ
と
は
誰

し
も
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の

中
で

「周
辺
的
構
成
体
」
と
し
て
し
か
発
展
で
き
な
い
と
い
っ
た
認

識
も
そ
う
し
た
特
性
を
と
ら
え
る
ひ
と
つ
の
見
方
で
あ
る
。
あ
る
い

は
資
本
主
義
発
展
に
と
も
な
う
社
会
変
動
も
‘

「産
業
化
な
き
都
市

化」、

「
ル
ン
ペ
ン
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
形
成
」
、
政
治
的
権
威
主

義
の
不
可
避
的
随
件
と
い
う
よ
う
な
特
殊
性
の
側
面
か
強
調
さ
れ
か

ち
で
あ
る
。

従
属
理
論
に
代
表
さ
れ
る
‘
第
三
世
界
の
資
本
主
義
発
展
の
特
殊

北

原

淳

性
を
強
調
す
る
議
論
は
‘
六

0
年
代
の

「近
代
化
論
」
に
み
ら
れ
た

素
朴
な

「単
線
的
発
展
」
観
を
批
判
し
、
第
三
世
界
の
資
本
主
義
発

展
に
と

っ
て
の
国
際
条
件
の
き
び
し
さ
や
国
際
条
件
の
決
定
的
規
定

で
l

)

性
な
ど
を
再
認
識
さ
せ
た
点
で
正
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
流

通
史
観
的
弱
点
に
も
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
‘
第
三
世
界
の
資
本
主
義
発

展
の
多
様
性
や

一
部
の
国
々
の
高
度
な
発
展
の
可
能
性
を
匝
視
で
き

す
、
国
際
関
係
が
即
従
属
‘
停
滞
を
招
く
か
の
よ
う
な
‘
か
つ
て
の

「近
代
化
論
」
に
も
似
た
単
純
素
朴
な
公
式
主
義
に
陥
い
る
と
い
う

弱
点
か
あ

っ
た
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
実
を
直
視
す
る
者
に
は
‘
重
工
業
を
基
軸
と
し
た
資
本
主
義
発

展
を
含
む
、
多
様
な
発
展
の
諸
類
型
が
み
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

た
と
え
ば
ペ
ト
ラ
ス
は
‘

一
九
七

0
年
代
以
降
の
先
進
国
の
金
融
資

本
等
擬
制
資
本
の
発
展
と
国
際
化
‘
脱
製
造
業
化
の
傾
向
に
注
目
し

こ
れ
か

「第
三
世
界
資
本
の
加
速
的
成
長
と
変
形
を
可
能
に
す
る
条

件
」
と
な
り
、
先
進
国
資
本
の
利
潤
は
「
第
三
世
界
の
よ
り
進
歩
し

た
資
本
主
義
国
」
と
の
関
係
な
し
に
は
実
現
さ
れ
な
い

‘
と
断
定
し



(
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て
い
る
。

現
実
の
多
様
性
の
中
に
貫
か
れ
て
い
る
資
本
主
義
的
発
展
の
普
遍

的
傾
向
や
そ
の
「
文
明
化
作
用
」
を
直
視
す
る
こ
と
は
‘
決
し
て
そ

う
し
た
現
実
を
正
当
化
し
た
り
美
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
‘
む
し
ろ
社
会
進
歩
を
願
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
最

近
の
従
属
理
論
批
判
の
国
際
的
潮
流
の
中
で
、
従
属
理
論
が
実
践
的

(
3
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に
有
害
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は
‘
し
ご
く
当

然
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
て
‘
私
は
小
著
『
開
発
と
農

業
』
に
お
い
て
‘
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
査
本
主
義
発
展
の
現
状
を
‘

農
業
と
農
村
の
現
場
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
た
。
そ
の
中
で
地
域
的

類
型
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
記
し
て
お
い
た
け
れ
ど
も
‘
実
際
は
資

本
主
義
の
か
な
り
発
展
し
た
地
域
し
か
扱
わ
ず
‘
ま
た
地
域
類
型
の

基
準
も
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ

っ
た
。

た
ま
た
ま
昨
年
暮
か
ら
今
年
(
-
九
八
五
年
）

一
月
に
か
け
‘
夕

イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
近
郊
の
農
村
を
短
期
間
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま

(
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れ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
中
で
‘
地
域
類
型
の
基
準
を
地
域
労

慟
市
場
の
展
開
度
に
お
く
‘
と
い
う
着
想
か
固
ま
っ
て
き
た
。
こ
の

分
類
は
精
密
に
は
も

っ
と
細
か
く
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
‘

か
な
り
普
遍
性
を
も
ち
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

地
域
労
働
市
場
の
諸
類
型

前
掲
小
著
で
扱

っ
た
中
部
タ
イ
農
業
（
と
り
わ
け
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

ー
デ
ル
タ
下
流
域
）
と
ジ
ャ
ワ
島
農
業
は
‘
き
わ
め
て
大
ざ

っ
ぱ
に

い
う
と
都
市
労
働
市
場
に
規
定
さ
れ
た
地
域
労
働
市
場
の
類
型
の
ち

{
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が
い
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
か
可
能
で
あ
る
。

前
者
は
都
市
労
働
市
場
が
農
業
労
慟
力
‘
と
く
に
若
年
労
働
力
を

下
層
の
土
地
無
層
農
家
を
含
め
て
は
と
ん
ど
奪
い
尽
し
て
し
ま
い
‘

そ
の
た
め
小
作
農
民
と
な
る
べ
き
滞
留
土
地
無
層
は
少
な
く
‘
小
作

料
も
減
少
気
味
で
寄
生
地
主
制
成
立
の
余
地
は
少
な
い
。
こ
う
し
た

地
域
で
は
地
主
1
1

小
作
関
係
の
調
整
よ
り
は
む
し
ろ
‘
上
層
農
の
経

営
を
も
含
む
全
農
民
層
の
経
営
の
利
瀾
を
保
証
す
る
こ
と
‘
農
業
関

係
資
本
の
利
澗
を
制
限
す
る
こ
と
の
方
か
重
要
で
あ
り
‘
農
業
と
資

本
の
配
分
関
係
を
め
ぐ
る
対
立
か
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

後
者
は
‘
こ
れ
に
対
し
、
都
市
労
働
市
場
の
展
開
か
相
対
的
に
弱

v
、
土
地
無
層
の
滞
留
と
小
作
地
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
‘
生
産
力

上
昇
の
恩
恵
が
小
作
農
民
の
手
に
残
ら
ず
‘
地
主
に
す
い
あ
げ
ら
れ

(
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て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
土
地
所
有
に
根
ざ
す
農
民
層
内

部
の
対
立
か
依
然
規
定
的
で
あ
り
、
少
く
と
も
地
主
制
の
発
達
し
た

地
城
で
は
土
地
改
革
が
依
然
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
の
よ
う
な

地
域
で
は
土
地
改
革
は
必
ず
し
も
有
効
で
は
な
い
。

タ
イ
国
の
各
地
域
を
地
域
労
慟
市
場
の
展
開
度
か
ら
区
分
す
る
場

合
さ
し
あ
た
り
次
の
三
つ
の
類
型
を
仮
定
し
て
お
く
の
が
便
利
で

あ
る
。
日
全
面
的
査
本
主
義
化
地
域
…
・
：
中
部
タ
イ

153 
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口
部
分
的
資
本
主
義
化
地
域
：
：
・
・北
部
タ
イ

口
部
分
的
商
品
経
済
化
地
域
：
…
•
東北
タ
イ

こ
こ
で

「
資
本
主
義
」
と
は
‘
完
全
な
労
働
力
の
析
出
を
目
安
と

す
る
の
で
、

口
の
場
合
は
ま
た
農
外
労
慟
力
の
析
出
か
完
全
で
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。
農
閑
期
の
み
の
出
稼
の
よ
う
な
季
節
的
労
働
力
‘

若
年
期
の
一
時
的
就
労
の
よ
う
な
一
時
的
労
働
力
が
支
配
的
で
、
農

村
内
部
に
も
雑
業
労
働
力
市
場
か
十
分
形
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
‘
出
稼
労
働
の
現
金
収
入
は
‘
基
本
的
に

自
給
的
な
農
業
に
加
え
‘
部
分
的
商
品
経
済
を
形
成
す
る
。

曰
と
口
の
場
合
は
‘
す
で
に
（
と
ち
か

い
‘
恒
常
的
‘
専
門
的
に

都
市
労
働
市
場
に
か
か
わ
る
労
働
力
か
形
成
さ
れ
‘
ま
た
他
方
農
村

内
部
に
も
雑
業
労
働
力
市
場
が
形
成
さ
れ
こ
れ
に
恒
常
的
に
か
か
わ

る
滞
留
労
働
力
も
生
じ
‘
農
家
は
世
帯
貝
の
中
に
恒
常
的
農
外
労
働

力
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
農
業
は
‘
い
の
場
合
米
作
は
ま
だ
か
な
り

自
給
的
だ
か
‘
日
の
場
合
か
な
り
高
度
な
商
品
化
を
と
も
な
う
。

曰
と
口
の
も
っ
と
も
大
き
な
ち
が
い
は
農
業
問
題
の
あ
ら
わ
れ
方

で
あ
り
‘
こ
の
点
は
先
の
中
部
タ
イ
と
ジ
ャ
ワ
島
の
ち
か
い
同
様
で

あ
る
。
曰
の
場
合
‘
土
地
無
下
層
農
は
た
と
え
農
村
に
在
住
し
て
も

小
作
農
と
し
て
地
主
に
関
係
す
る
こ
と
は
不
可
避
的
だ
と
は
い
え
す

土
地
所
有
に
も
と
ず
く
農
民
層
分
解
や
階
級
対
立
は
必
す
し
も
主
要

な
農
業
問
題
と
は
い
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
口
の
場

合
‘
下
層
農
の
小
作
農
民
化
は
不
可
避
的
で
、
し
か
も
慣
習
的
な
折

半
小
作
制
か
崩
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
‘
成
果
の
多
く
か
小

作
農
か
ら
地
主
の
手
に
わ
た
っ
て
し
ま
い
‘
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
利

害
対
立
か
農
業
問
題
の
中
心
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
い
に
つ
い
て
‘
今
回
の
調
査
で
え
ら
れ
た
知
見
を
追
加
す

る
と
‘
土
地
所
有
に
も
と
ず
く
階
層
差
は
‘
一
時
他
出
の
子
弟
を
も

加
え
て
考
え
る
と
‘
農
業
経
営
の
収
益
の
み
な
ら
ず
‘

都
市
を
中
心

と
し
た
地
域
労
慟
市
場
と
の
か
か
わ
り
‘
と
い
う
点
に
も
明
瞭
に
あ

ら
わ
れ
る
。
上
層
農
は
単
に
商
業
的
農
業
に
す
ぐ
れ
て
い
る
た
け
に

と
ど
ま
ら
す
‘
打
労
働
者
化
と
い
う
点
で
も
一
歩
先
ん
じ
て
都
市
労

働
市
場
に
か
か
わ
り
‘
下
層
農
は
地
元
農
村
の
雑
業
労
働
市
場
に
よ

り
多
く
か
か
わ
る
に
と
ど
ま
る
。
古
典
的
な
農
民
層
分
解
と
は
や
や

様
相
を
異
に
す
る
都
市
を
中
心
と
し
た
地
域
労
慟
市
場
の
イ
ン
パ
ク

ト
か
あ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
北
タ
イ
と
い

っ
て
も
チ
ェ
ン
マ
イ
近
辺
の
通
勤
圏
内
の

農
村
は
す
で
に
口
に
か
な
り
近
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
考
え

(
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ら
れ
る
の
て
‘
さ
ら
に
厳
密
な
区
分
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
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鯛
査
村
の
概
要

ま
ず
第

一
に
‘
地
域
労
働
市
場
の
類
刑
は
い
で
あ
る
。
調
査
村
ク

ラ
ー
ン
ヌ
ア
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
よ
り
南
へ
約
二
o
k
m
下
っ
た
サ
ン
パ

ト
ー
ン
郡
庁
か
ら
さ
ら
に
約
二
km
は
ど
は
い
っ
た
地
点
に
あ
る
。
チ

ェ
ン
マ
イ
の
ご
く
周
辺
一
五
ー
ニ

o
hm以
内
の
連
H
通
勤
圏
か
ら
は



や
や
は
ず
れ
て
い
る
か
‘
そ
う
か
と
い

っ
て
四

O
I
五

0
km
以
上
離

れ
‘
季
節
的
出
稼
と
農
村
雑
業
市
場
を
特
徴
と
す
る
縁
辺
と
も
ち
が

(
9
)
 

う
。
通
勤
圏
は
す
で
に
類
型
曰
に
近
く
‘
縁
辺
は
口
か
ら
口

へ
の
遷

移
形
態
だ
と
み
ら
れ
る
。

第
二
は
‘
近
年
開
発

の
受
益
村
と
し
て
経
済
的
地
位
か
浮
上
し
た

こ
と
で
あ
る
。
近
代
的
灌
漑
用
水
が
村
の
す
ぐ
近
く
を
通
る
た
め
‘

こ
れ
と
伝
統
的
用
水
体
系
と
を
組
み
あ
わ
せ
‘
大
豆
中
心
の
商
品
作

物
の
乾
季
作
か
可
能
と
な

っ
た
。
農
業
は
雨
季
の
自
給
的
米
作

（た

だ
し
上
層
は
商
品
化
）
と
乾
季
の
市
場
向
作
物
の
セ

ッ
ト
と
し
て
定

着
し
た
。
七

0
年
代
末
に
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
や
北
部
各
都
市
の
労
働

力
需
要
か
村
の
若
年
層
に
及
び
‘
農
外
労
働
の
チ

ャ
ン
ス
も
ふ
え
た
。

か
つ
て
の
寒
村
は
開
発
村
と
し
て
浮
上
し
た
。

第
三
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
の
中
で
は
歴
史
の
古
い
村
で
あ
る
。

盆
地
の
地
形
を
氾
濫
原
、
そ
の
周
囲
の
台
地

・
扇
状
地
‘
そ
し
て
そ

の
外
縁
の
山
地
と
三
区
分
す
れ
ば
‘
ク
ラ
ー

ン
ヌ
ア
は
台
地
上
に
あ

る
。
洪
水
制
御
の
技
術
な
し
に
は
定
住
不
可
能
だ

っ
た
氾
濫
原
よ
り

台
地

・
扇
状
地
の
方
が
定
住
の
歴
史
は
古
い
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大
の
聞

き
取
り
デ
ー
タ
で
は
‘
こ
の
周
辺
は
数
千
年
前
か
ら
人
間
か
定
住
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
氾
濫
原
の
開
発
は
一
九
世
紀
以
降
で
あ
る
と
み

(10) 

ら
れ
、
時
に
在
地
領
主
的
な
村
落
も
形
成
さ
れ
た

の
と
比
べ
る
と
‘

ク
ラ
ー

ン
ヌ
ア
は
も
と
も
と
小
牒
の
村
で
あ
る
。

第
四
に
‘
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
は
単
一
で
は
な
い
。
原
住
民
族
の
ル

ワ
族
の
土
地
に
‘
ラ
ン
ナ
ー
タ
イ
王
国
の
支
配
民
族
タ
イ

・
ユ
ワ
ン

r-・ 

＇ p1 

族
が
進
出
‘
混
血
し
‘
今
で
は

一
集
落
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
今
日
村
内
に
は
‘
ピ
ー

・
ル
ワ
と
ピ
ー
・
タ
イ
を
祭
る

二
つ
の
祠
か
あ
り
‘
こ
れ
が

二
つ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
の
象
徴
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
‘
タ
イ

・
ユ
ワ
ン
族
に
典
型
的
な
母
系
的

親
族
組
織
と
は
や
や
異

っ
た
親
族
原
理
か
う
か
か
え
る
。

サ
ン
パ

ト
ー

ン
郡
の
人
口
は

一
0
三
‘
九
七
三
人
、
世
帯
は
二
二

‘

六
七
六
戸
(

l

九
八

一
年
）
で
あ
る
。
―
二
行
政
村

（
タ
ン
ボ
ン

）

を
含
む
か
ら
‘

一
行
政
村
当
平
均
戸
数
は
一
‘
八
九

0
戸
で
あ
る
。

調
査
村
ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア

((
K
l
a
n
g
n
u
a
)
は
‘
郡
1

行
政
村

（
タ
ン

ポ
ン

）

ー

区

（
ム
ー
バ
ー

ン）

と
い
う
行
政
系
列
の
末
端
の
区
に

あ
た
る
渠
落
で
あ
る
。
行
政
的
に
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
県
サ
ン

パ
ー
ト

ー
ン
郡
サ

ン
ク
ラ
ー

ン
行
政
村
第
三
区
で
あ
る
。
や
や
古
い
数
字
で

は
戸
数

一
三

0
戸
、
人
口
五
五

0
人

(-
九
七
九
年
‘
区
長
調
べ

）

最
近
で
は

一
四
二
戸
‘
五
八
七
人

（男
二
九
五
人
女
二
九
二
人‘

一

九
八
四
年
区
長
調
べ

）
で
あ
る
。
我
々
は

一
四

0
戸
を
調
査
し
、
人

ロ
五
六
九
人

（男
二
八

0
人
女
二
八
九
人

）
の
数
値
を
え
た
。

区
の
行
政
区
画
内

の
水
田
は
三
二
三
ラ
イ
で
あ
る
か
‘
区
民
の
保

有
水
田
は
三
七

一
ラ
イ

（う
ち
八
三
ラ
イ
貸
出
）
で
あ
り
‘
経
営
水

田
は
六

一
三
ラ
イ

（う
ち
三
二
五
ラ
イ
借
入

）
で
あ
る
。
農
家
は

一

0
0
戸
で
あ
る
か
ら

一
戸
当
り
所
有
面
栢
は
三

・
七
ラ
イ
‘
経
営
面

栢
は
六

•

一
ラ
イ
で
あ
る

。

平
均
所
有
面
栢
は
‘
サ
ン

パ
ト
ー
ン
郡

の
平
均
六

・

ニ
ラ
イ
に
も
、
チ
ェ

ン

マ
イ
県
の
七

•

九
ラ
イ
に
も
及

ば
ず
‘
ま
た
中
部
タ
イ
の
平
均

二
七
•

九
ラ
イ
（
い
ず
れ
も
一
九
七
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八
年
）
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

区
内
に
は
地
主
ら
し
い
地
主
と
い
え
ば
一
戸
の
み
だ
が
‘
村
入
の

土
地
の
借
入
相
手
に
「
ナ
ー
イ

・
ト
ゥ
ン
」
（
資
産
家
）
と
記
さ
れ

た
例
か
か
な
り
あ
る
こ
と
か
ら
‘
郡
庁
所
在
地
に
は
不
在
地
主
層
か

い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
村
内
の
階
層
構
成
は
‘
自
作
、
自

小
作
‘
小
作
‘
雑
業
層
と
い
う
地
主
ぬ
き
の
構
成
と
な
り
‘
郡
庁
所

在
地
の

町
の
不
在
地
主
を
含
む
こ
と
に
よ

っ
て
地
主

・
小
作
関
係
は

完
結
す
る
。農

業
経
営
の
階
層
別
特
徴

農
家
の
階
層
区
分
は
所
有
と
経
営
と
を
組
み
あ
わ
せ
た
客
観
的
指

標
に
従
っ
た
。
た
だ
し
借
入
経
営
地
は
‘
そ
の
面
積
を
実
際
の
二
分

の
一
で
計
算
し
‘
自
作
経
営
地
面
梢
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
‘
「
換
算

経
営
面
積
」
と
し
た
。
当
地
の
小
作
は
ほ
と
ん
ど
か
折
半
小
作
で
あ

り
、
小
作
地
か
ら

の
収
量
の
二
分
の
一
が
小
作
料
と
し
て
支
払
わ
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
換
算
は
‘
と
く
に
小
作
農
や
自
小
作

農
の
収
益
計
算
を
す
る
と
き
必
要
な
工
夫
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
‘

小
作
農
四
ラ
ン
ク

(
-
ラ
イ
未
満
‘

-
i
三
ラ
イ
‘
三
ー
五
ラ
イ
‘

五
ラ
イ
）
、
自
小
作
農
四
ラ
ン
ク
（
三
ー
五
ラ
イ
‘
五
ー
七
ラ
イ
‘

七

-
1
0
ラ
イ
‘

1
0
ラ
イ
以
上
）
、
自
作
農
六
ラ
ン
ク
(

i

ラ
イ

未
満
‘

-
I
三
ラ
イ
‘

三
ー
五
ラ
イ
‘
五
ー
七
ラ
イ
‘
七

-
1
0
ラ

イ‘

1
0
ラ
イ
以
上
）
、
そ
の
他
ニ
ラ
ン
ク
（
三
ー
五
ラ
イ
‘
七
ー

J
O
ラ
イ
）
の
‘
つ
ご
う
一
六
ラ
ン
ク
の
農
家
の
区
分
が
で
き
た
。

ま
た
非
農
家
の
区
分
は
‘
職
業
を
基
準
に
‘
教
師
‘
商
業

・
自
営
‘

内
職

•

日
雇
‘
老
人
地
主
‘
老
人
土
地
無
に
五
区
分
し
て
み
た

。

以
上
の

ニ
―

ラ
ン
ク
の
農
家
‘
非
農
家
の
基
本
的
な
指
標
を
値
と

し
て
掲
げ
た
の
が
表

一
で
あ
る
。

ま
す
七
ラ
イ
以
上
の
換
算
経
営
規
模
の
農
家
の
特
徴
を
あ
き
ら
か

に
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
最
初
に
平
均
三
人
以
上
の
農
業
従
事
者
が
い
る
階
層
に
注
目

す
る
と
（
欄
二
）
、
小
作
農
五
ラ
イ
、
自
小
作
三
ー
五
ラ
イ
‘
七

-
J
O
ラ
イ
‘

J
O
ラ
イ
以
上
層
の
四
つ
で
あ
る
。
自
小
作
三
ー
五

ラ
イ
を
除
き
‘
い
ず
れ
も
実
際
の
経
営
地

（欄
五
）
が
一

0
ラ
イ
以

上
と
大
き
い
こ
と
か
そ
の
理
由
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
か
一
戸
当
農

業
純
収
入
（
欄
九
）
の
点
で
は
自
作
農
の
七

-
J
O
ラ
イ
‘

J
O
ラ

イ
以
上
層
に
は
及
ば
な
い
。
農
業
従
事
者
一
人
当
農
業
純
収
入
（
欄

―
-
)

に
な
る
と
こ
の
点
は
も

っ
と
明
瞭
て
あ
る
。
そ
の
理
由
は
‘

甚
本
的
に
は
‘

小
作
農
‘
自
小
作
農
が
小
作
地
の
収
量
の
二
分
の
i

を
小
作
料
と
し
て
支
払

っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
り
、
実
際
の
経
営
面

積
は
大
き
く
、
従

っ
て
農
業
従
事
世
帯
員
が
多
く
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
け
れ
ど
も
‘
一
人
当
労
慟
生
産
性
は
き
わ
め
て
低
く
な

っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

次
に
自
作
上
層
農
の
農
業
純
収
入
の
高
さ
の
積
極
的
な
理
由
を
検

討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
雨
季
米
作
の
商
品
化
率
か
高
い
こ
と
で
あ
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1
農
叢
経
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1
戸
当
基
本
指
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換
算
経
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戸
世
帯
貝
2. 農
業
3
農
外
4
所
有
面
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5. 実
際
6. 換
算
7. 
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季
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作
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豆
9
農
業
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収
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.
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3
 
2
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3
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2
 67 
10
.
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1.
25 
7
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2
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5
 
5
2
.
4
 
7
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0
0
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,
2
6
7
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,
4
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,
0
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小
計
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4
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4
1
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.
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1
 05
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 19
 
4
.
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6
.
6
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,
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2
,
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6
 
8
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3
 
1
,
3
2
4
 
3,511 

教
師
1
 
3
 0
0
 

2
.0
0
 
ラ
イ
ラ
イ
ラ
イ
ラ
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ノ
＜
ー
ツ
ノヽ
,.
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ツ

ノ
<
—
ッ
ノヽ．
ー
ツ

商
業
・
自
営
3
 
4
 0
0
 

2
.
6
7
 

8
.
6
7
 

内
職
•
日
雇
3
0
 
3
 3
3
 

2
.23 

老
人
地
主
4
 
2
.
5
0
 

1
 00
 
2
.
6
3
 
6
 0
0
 

老
人
土
地
無
2
 
1
.
5
0
 

1
 00
 

非
農
家
小
計
4
0
 
3
.20 

2
.
0
8
 

A
 
ロ
計
140 
4
.
0
6
 

1. 34
 

（注）
1
 .
 世
帯
貝
は
一
時
他
出
只
を
含
む

6
.
 
(
農
業
純
収
入
）
＝
（
農
産
物
家
畜
現
金
収
入
）
＋
（
自
家
版
米
）

2
.
 農
業
世
帯
員
は
農
専
及
ぴ
農
主
兼
従

＿
（
現
金
経
営
費
用
）

3
.
 農
外
世
帯
員
は
農
外
専
及
ぴ
兼
主
農
従

7
.
 
純
収
入
に
は
自
家
労
賃
を
含
む
、
自
家
販
米
l
ク
イ
ア
ン
=
2
00
0
B

4
 .
 *
小
作
農
3
-
5
ラ
イ
の
実
際
経
営
地
以
下
の
欄
は
17
戸
の
平
均
8
.
 
ラ
イ
当
純
収
入
に
は
畜
産
収
入
も
含
む

5
 .
 :
 不
明
の
1
戸
を
除
く
、
2
戸
の
み
の
平
均

9
.
 
人
当
純
収
入
は
2
.
の
農
業
世
帯
員
1
人
当
り

/.S 



る
（
欄
七
）

。・

自
作
五
ラ
イ
以
上
層
の
三
ラ
ン
ク
‘
お
よ
び
自
小
作

1
0
ラ
イ
以
上
層
の
商
品
化
率
は
四

0
％
を
こ
え
て
い
る
。
先
に
雨

季
米
作
は
自
給
的
だ
と
書
い
た
か
‘
こ
れ
ら
の
層
は
決
し
て
自
給
的

で
は
な
い
。

こ
の
商
品
化
率
の
高
さ
は
‘
高
い
土
地
生
産
性

（欄

一

0
の
ラ
イ
当
純
収
入
に
示
さ
れ
る
）
に
支
え
ら
れ
‘
経
営
規
校
も
大

き
い
た
め
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
純
収
入
‘
と
く
に

一
人
当
純
収
入
を
高
め
て
い
る
理

由
は
‘
農
業
従
事
世
帯
員
か
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
自
作
七

-
1
0

ラ
イ

層
は
平
均
二

·

O
人

‘

-
0
ラ
イ
以
上
層
は
一

•

五
人
の
農
外

労
働
世
帯
員
を
送
り
出
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
農
業
従
事
世
帯
員

は
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
や
や
過
剰
な
農
業
従
事
世
帯
員
を
か
か
え

る
小
作
農
五
ラ
イ
層
や
自
小
作
七

-
1
0
ラ
イ
層
と
比
べ
る
と
‘

一

人
当
り
生
産
性
は
当
然
高
く
な
る
。
、当
然
家
族
労
働
力
は
不
足
し
て

く
る
か
、
こ
れ
を
行
な
う
の
は
主
と
し
て
日
雇
労
働
力
で
あ
り
‘
雇

用
人
／
日
数
は
自
作
農
七

-
1
0
ラ
イ
層
で
四
一
‘

1
0
ラ
イ
以
上

層
で
四
八
と
な
る
。
自
小
作

一
0
ラ
イ
以
上
層
は
ゆ
い
に
も
か
な
り

依
存
し
（
四
四
人
／
日
）
‘
か
つ
日
雇
労
慟
力
も
の
べ
三
九
人
／
日

雇
用
し
て
い
る
。
な
お
一
般
に
ゆ
い
に
依
存
す
る
の
は
小
作
農
‘
自

小
作
農
全
般
と
自
作
下
層
で
あ
り
、
自
作
の
三
ラ
イ
以
上
層
は
き
わ

め
て
少
な
い
。

以
上
を
単
純
化
す
る
と
‘
雨
季
作
の
余
剰
米
の
大
き
さ
と
‘
農
外

労
働
に
世
帯
員
を
送

っ
て
い
る
か
た
め
の
自
家
労
働
力
の
小
さ
さ
か

自
作
上
層
の
高
い
労
働
生
産
性
の
理
由
で
あ
る
。
自
小
作
上
層
は
こ

の
点
‘
小
作
料
負
担
を
カ
バ
ー
す
べ
く
借
地
面
積
を
ふ
や
し
農
業
従

事
世
帯
員
数
を
ふ
や
さ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
‘
労
働
生
産
性
を
あ
げ

ら
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
い
り
‘
自
作
農
よ
り
不
利
な
立
場
に
た
た

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

次
に
換
算
経
営
規
松
三
ラ
イ
未
満
農
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
ふ
れ

て
お
こ
う
。
す
で
に
事
実
上
非
農
と
い

っ
て
も
よ
い
一
ラ
イ
未
満
の

二
戸
を
除
外
し
‘
換
算
経
営
規
校

一
ー
三
ラ
イ
層
に
注
目
す
る
と
‘

小
作
農
と
自
作
農
の
ち
か
い
は
明
瞭
て
あ
る
。
実
際
の
経
営
面
積
は

小
作
農
は
自
作
農
の
倍
く
ら
い
あ
り
‘
倍
以
上
の
人
数
の
家
族
農
業

労
働
力
を
つ
ぎ
込
む
の
だ
か
‘
農
業
純
収
入
は
一
戸
当
で
も
一
人
当

で
も
か
な
り
の
差
が
出
て
し
ま
い
‘
と
く
に

一
人
当
純
収
入
の
点
で

小
作
農
は
自
作
農
の
四
分
の

一
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
か
農
外
世
帯

員
の
方
は
逆
に
自
作
農
の
方
が
平
均
ニ

・
三
人
と
小
作
農
の
三
倍
以

上
の
人
数
を
送
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
れ
に
は
‘

世
帯
主
の
年
齢
構
成
か
小
作
農
は
二
O
1
四

0
代
に
多
く
、
自
作
農

は
三

O
i
六

0
代
に
多
く
‘
前
者
に
従
属
人
口
か
多
い
と
い
う
家
族

周
期
的
要
因
か
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
い
ご
に
換
算
経
営
規
模
三

i
七
ラ
イ
の
中
農
層
に
つ
い
て
簡
単

に
み
て
お
こ
う
。

ま
す

三
ー
五
ラ
イ
層
に
つ
い
て
は
‘
小
作
農

•

自

小
作
農
と
自
作

農
の
労
働
生
産
性
の
差
は
そ
う
明
瞭
で
は
な
く
‘
む
し
ろ
小
作
農
に

高
い

（欄

―
―
)
。

殷
外
労
慟
力
を
と

っ
て
も
自
作
農
の
方
が
む
し

ろ
少
な
目
で
あ
る
。
た
だ
し
都
市
労
働
に
つ
い
て
は
自
作
農
か

一
戸
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平
均
0
•

四
五
人
で
も
っ
と
も
多
い
（
後
述
）

。

五
i
七
ラ
イ
層
の
場
合
、
農
業
従
事
世
帯
員
は
‘

小
作
、
自
小
作

自
作
の
順
に
少
く
な
り
‘
こ
れ
と
反
比
例
的
に
一
人
当
の
農
業
純
収

入
が
ふ
え
て
い
る
。
一
戸
当
純
収
入
も
土
地
生
産
性
（
ラ
イ
当
純
収

入
）
も
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
い
か
ら
‘
労
慟
生
産
性
の
差
は
主
と
し
て

農
業
従
事
世
帯
員
の
人
数
の
差
で
あ
る
。
農
外
労
慟
世
帯
員
は
‘
自

作
農
が
わ
ず
か
に
多
い
が
‘
こ
こ
で
も
と
く
に
都
市
労
働
は
自
作
農

に
多
い
。

こ
の
中
層
の
場
合
も
、
実
際
の
経
営
面
積
に
規
定
さ
れ
た

農
業
従
事
世
帯
員
数
の
差
か
あ
り
‘

小
作
料
負
担
の
有
無

の
差
と
あ

い
ま
っ
て
‘
労
働
生
産
性
の
差
か
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で

あ
る
。
上
中
下
の
各
階
層
の
農
業
経
営
お
よ
び
農
外
労
働
の
状
況
を
ま
と

め
る
と
こ
う
で
あ
る
。
上
層
は
商
品
的
農
業
経
営
と
農
外
労
働
市
場

の
両
面
に
栢
極
的
に
か
か
わ
る
。
中
層
は
む
し
ろ
非
能
率
な
が
ら
も

農
業
経
営
の
方
に
重
点
を
お
き
‘
か
な
り
商
品
化
さ
れ
た
農
業
経
営

を
行
な
う
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
自
作
農
は
や
や
積
極
的
に
都
市
労

働
市
場
に
か
か
わ
る
。
下
層
は
‘
農
業
経
営
は
自
給
に
と
ど
め
（
米

の
不
足
世
帯
も
か
な
り
あ
る
）
‘
農
外
労
働
の
方
に
重
点
を
お
く
。

こ
の
よ
う
な
上
‘
中
‘
下
層
の
農
業
経
営
と
農
外
労
働
へ
の
と
り
＜

み
に
お
い
て
、
も

っ
と
も
割
り
切

っ
た
典
型
的
な
対
応
を
し
て
い
る

の
は
自
作
農
で
あ
る
。
小
作
、
自
小
作
の
場
合
‘
小
作
料
負
担
後
の

剰
余
を
確
保
す
る
た
め
経
営
面
栢
は
大
き
く
‘
従
っ
て
農
業
従
事
世

帯
員
も
相
対
的
に
多
い
。
し
か
し
小
作
料
負
担
に
よ
っ
て
労
働
生
産

性
は
あ
か
ら
な
い
。
自
作
は
こ
う
し
た
土
地
所
有
の
ジ
レ
ン
マ
の
中

で
労
働
力
配
分
の
選
択
を
し
な
く
て
す
む
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
意
味
で
、
土
地
所
有
は
‘
必
ず
し
も
古
典
的
な
形

で
の
農
民
層
分
解
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
‘
農
民
層
の
基

本
的
な
経
済
的
利
害

（
に
か
か
わ
る
チ
ャ
ン
ス
）
を
規
定
し
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
土
地
所
有
の
再
配
分
1
1

土
地
改
革
か
依

然
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
る
。

農
業
の
将
来
性
を
う
ら
な
う
ひ
と
つ
の
条
件
と
し
て
‘
今
後
の
土

地
の
入
手
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
か
り
に
‘
夫
と
妻
の
そ
れ
ぞ
れ

の
兄
弟
の
相
続
面
積
を
合
計
し
た
も
の
を
‘
夫
ま
た
は
妻
の
父
母
のn
)
 

土
地
所
有
規
校
‘
つ
ま
り
一
世
代
前
の
土
地
所
有
規
模
と
み
な
す
と

表
二
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
第
一
に
‘
す
で
に
一
世
代
前
に
‘
土
地
の
な
い
‘
従

っ
て
相

続
地
を
子
に
残
せ
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
世
帯
が
半
分
以
上
い
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。
第
二
に
‘
土
地
所
有
規
模
の
点
で
は
‘
と
く
に

妻
の
場
合
‘
父
母
の
規
楔
は
一

O
I
一
五
ラ
イ
層
が
現
在
よ
り
か
な

り
厚
か

っ
た
こ
と
‘
夫
妻
の
父
母
と
現
世
代
と
を
比
べ
る
と
一
ー
五

ラ
イ
層
か
ふ
え
た
こ
と
‘
な
ど
規
模
の
落
層
化
か
認
め
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
現
世
代
は
相
続
の
完
了
し
な
い
二

O
I
三
0
代
の
世
帯
主
も

含
む
が
‘
か
り
に
彼
ら
か
相
続
を
受
け
た
と
し
て
も
落
層
傾
向
は
依

然
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

世
帯
主
の
年
齢
を
基
準
に
し
て
世
代
別
に
土
地
所
有
規
模
を
み
る

と
‘
二

0
1
四
0
代
に
は
一

0
ラ
イ
以
上
の
所
有
者
は
お
ら
ず
‘
五
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表2 現世代と 1世代前の土地所有

現在の 夫父母の 妻父母の
所有規模 所有規模 所有規模

1 . セ゚ロ 66 76 70 

2 . 1ライ未満 5 2 4 

3. 1-3 19 10 10 

4. 3-5 21 13 10 

5. 5 -10 19 10 15 

6. 10-15 5 4 14 

7. 15-20 4 2 4 

8 . 20-30 1 8 3 

9. 30ライ以上

゜ ゜
1 

10. 非該、不明 15 ， 
合 計 140 140 140 

0
代
以
上
に
九
戸
い
る

の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に

相
続
を
受
け
た
三
〇
、
四

0
代
の
所
有
者
の
平
均
所
有
規
模
は
‘
そ

れ
ぞ
れ
四

•
O
、
四
・
九
ラ
イ
で
あ
り
、
五

0
、
六
0
代
の
各
五

•

一
‘
六

•
O
ラ
イ
と
比
べ
て
そ
れ
は
ど
低
い
わ
け
で
は
な
い

。

た

だ
し
そ
の
内
訳
を
み
る
と
‘
六

0
代
ま
で
は
相
続
分
が
購
入
分
よ
り

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
に
‘
五

0
代
以
下
で
は
購
入
分
の
比
率
が
ふ

え
て
い
る
。

耕
地
の
売
買
状
況
を
み
る
と
‘
販
売
の
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
購

入
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア
は
‘
近
辺
の
村
よ
り
農

業
を
重
視
す
る
村
で
あ
り
‘
か
つ
相
対
的
に
富
裕
な
農
家
が
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
耕
地
の
地
価
は
‘
一
九
七

0
年
代
ま
で
は
ま
だ

一
ラ
イ
平
均
六

I
七、

0
0
0
バ
ー
ツ
程
度
だ
っ
た
よ
う
だ
が
‘
一

九
八

0
年
代
に
は
急
騰
し
、
最
近
で
は
ラ
イ
当
二

O
‘

O
O
0
バ
ー

ツ
か
相
場
で
あ
る
。
一

戸
当
農
業
純
収
入
（
表
一
欄
九
）
を
み
る
と

農
業
余
剰
だ
け
で
土
地
購
入
が
可
能
な
階
層
は
自
作
農
一

0
ラ
イ
以

上
層
の
み
で
あ
り
‘
や
や
幅
を
大
き
く
と

っ
て
も
自
作
農
七

-
1
0

ラ
イ
層
、
自
小
作
牒

―
0
ラ
イ
以
上
層
あ
た
り
か
こ
れ
に
加
わ
る
だ

け
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
か
現
実
に
‘
八

0
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
も
‘

世
帯
主

二
0
1

五
0

代
の
世
帯
で
一
五
件
‘
一
件
平
均
二

•

六
ラ

イ
と
い
う
か
な
り
旺
盛
な
土
地
購
入
か
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
農
業

余
剰
を
も

っ
て
し
て
は
そ
の
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
い
わ
け
で
あ
る
か

ら
‘
購
入
査
金
は
農
外
収
人
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

我
々
の
調
査
は
一
時
他
出
者
の
家
計
へ
の
送
金
額
の
質
問
を
省
略

し
た
た
め
、
農
外
収
入
は
不
明
だ
か
、
全
国
的
に
は
農
家
の
現
金
収

入
に
し
め
る
農
外
収
入
の
比
重
は
は
ぽ
五
割
に
の
ぽ
る
こ
と
か
あ
き

ら
か
で
あ
る
。
一
九
七
八
／
七
九
年
の
『
農
業
統
計
』
（
農
務
省
）

に
よ
れ
ば
‘
北
部
で
は
農
業
純
収
入
八
‘
九
九
五
バ
ー
ツ
に
対
し
‘

(12} 

農
外
収
入
は
七
‘
二
三
九
バ
ー
ツ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ク
ラ
ー
ン
ヌ

ア
の
農
外
収
入
の
状
況
も
こ
れ
と
そ
う
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
‘
こ

れ
か
若
い
世
代
を
含
め
て
土
地
購
入
が
可
能
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
農

業
経
営
は
こ
の
点
で
は
農
外
労
働
市
場
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
さ
え
い
え
る
。
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四
農
外
労
働
の
階
層
別
特
徴

ま
ず
最
初
に
村
人
の
か
か
わ
る
地
域
労
働
市
場
の
一
般
的
特
徴
に

つ
い
て
の
べ
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
都
市
労
働
市
場
を
加
え
た
地
域
労
働
市
場
の
現
在
の
よ

う
な
展
開
は
‘
仏
暦
二
五
二
0
年

(
-
九
七
七
年
）
以
来
の
こ
と
で

あ
り
‘
せ
い
ぜ
い
七

I
八
年
の
歴
史
し
か
も
た
な
い
。
た
と
え
ば
村

内
の
青
年
に
も

っ
と
も
人
気
の
あ
る
チ
ー
ク
の
木
彫
や
洋
裁
の
仕
事

も
こ
こ
六

I
七
年
来
盛
ん
に
な

っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
商
店
以

外
の
自
営
業
の
機
会
が
村
内
に
生
じ
た
の
も
‘
洋
裁
品
の
仲
買

（七

年
前
）
‘
洋
裁
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
（
四
年
前
）
な
ど
、
最
近
の

こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
‘

「恒
常
的
」
な
労
働
と
は
い

っ
て
も
、
都
市
労
働
市
場

を
含
め
て
‘
労
働
力
の
需
要
は
い
た

っ
て

一
時
的
間
歌
的
で
、
不
安

定
で
あ
る
。
た
と
え
ば
恒
常
的
都
市
労
慟
の
職
種
は
‘
安
定
し
た
専

門
職
や
公
務
員
を
除
く
と
、
不
安
定
な
洋
裁
‘
つ
い
で
木
彫
か
代
表

的
で
あ
り
‘
近
代
的
職
種
と
し
て
の
製
造
業
技
能
エ
な
ど
は
背
無
に

近
い
。
ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア
で
は
四
名
の
バ
ン
コ
ク
の
工
場
勤
務
者
が
辛

う
じ
て
技
能
エ
に
あ
た
る
。

か
つ
て
八

0
年
に
‘
バ
ン
コ
ク
か
ら
西
へ
六

0
km
の
村
を
調
査
し

た
結
果
で
は
‘
一
時
他
出
の
農
外
労
慟
従
事
者
中
で
は
も

っ
と
も
多

(13
)
 

い
の
が
各
種
製
造
業
の
従
事
者
で
あ

っ
た
。

バ
ン
コ
ク
周
辺
の
農
村

ー 、

と
チ
ェ
ン
マ
イ
周
辺
の
農
村
の
地
域
労
働
市
場
の
内
容
差
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
ま
た
「
恒
常
的
」
農
村
労
働
の
場
合
は
‘
従
事
者
が
非

農
家
の
世
帯
員
で
あ
る
‘
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
‘
従
事
者
の
職
種

は

一
定
せ
ず
‘
雑
業
的
で
あ
る
。

木
彫
職
人

P

（二
四
歳
）
に
よ
る
と
‘
七

0
年
代
後
半
に
サ

ン
カ

ン
ペ

ー

ン
郡
ボ
ー
サ
ー

ン
村
（
木
彫
特
産
地
）
や
チ
ェ
ン
マ
イ
の
木

彫
レ
リ
—
フ
の
需
要
が
高
ま
り
‘
伝
統
的
技
術
を
継
承
す
る
ド
ー
イ

サ
ケ
ー
ト
郡
と
サ
ン
パ
ト
ー
ン
郡
の
数
少
な
い
木
彫
職
人
が
珍
重
さ

れ
‘
若
者
の
間
に
木
彫
技
術
習
得
熱
が
高
ま
っ
た
。
や
か
て
習
得
者

か
サ
ン
カ
ン
ペ
—

ン
や
チ
ェ
ン
マ
イ
に
殺
到
し
だ
し
、
出
来
高
賃
金

は
低
下
し
た
の
で
、
北
部
を
中
心
に
遠
く
に
出
稼
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
。
仕
事
は
は
ぽ
数
ヶ
月
単
位
で
終
了
す
る
。

P
は
八

二
年
か
ら
八
三
年
の
二
年
間
‘
農
閑
期
に
ラ
ン
パ
ー
ン
ヘ

通
い
‘
四
ケ
所
の
仕
事
場
を
渡
り
歩
い
た
。
八
四
年
は
北
タ
イ
の
プ

レ
ー
、
カ
ン

ペ
ン
ペ
ッ

ト
に
約

―
ヶ
月
、
南
タ
イ
の
チ
ュ
ム
ポ
ー
ン

に
約
ニ
ヶ
月
出
稼
を
し
た
。

s
（
二
七
歳
）
も
木
彫
職
人
で
あ
る
。
彼
は
一
九
七
九

I
八

0
年

に
一
年
間
ラ
ン
パ
ー
ン
に
お
り
‘
四
ケ
所
を
渡
り
歩
い
た
。
八

0
1

八
一
年
は
約

一
年
間
ラ
ン

パ
ー
ン
に
い
た
。
八
ニ
ー
八
四
年
に
は
約

二
年
間
チ
ェ
ン
マ
イ
に
い
た
。
八
四
年
に
は
チ
ェ
ン

マ
イ
を
や
め
て

か
ら
、
プ
レ
ー
、
ス
コ
ー
タ
イ
、
サ

ン
カ
ン
ペ
ー
ン
等
を
各
―
ヶ
月

ほ
ど
渡
り
歩
い
た
。

な
お

P
も
S
も‘

職
人
が
多
く
な
り
す
ぎ
‘

原
料
の
チ
ー
ク
材
か
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枯
渇
し
て
き
た
の
で
‘
木
彫
の
仕
事
は
ま
す
ま
す
不
安
定
と
な
り
‘

見
通
し
は
暗
い
と
の
べ
て
い
る
。

以
上
二
人
の
木
彫
職
人
の
ケ
ー
ス
か
ら
も
う
か
か
え
る
よ
う
に
‘

代
表
的
職
種
と
い
え
ど
も
‘
渡
り
職
人
的
‘
出
稼
的
性
格
か
濃
厚
で

あ
り
‘
ま
だ
近
代
的
労
慟
力
と
は
い
え
な
い
。
中
年
に
な
る
と
農
業

に
回
帰
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
主
要
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
や
ラ
ン
パ

ー
ン
等
に
近
代
的
製
造
業
か
発
展
し
な
い
限
り
‘
こ
の
よ
う
な
過
渡

的
労
慟
力
の
形
態
か
長
期
間
固
定
化
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ー
ジ
ナ

ル
」
な
労
働
者
群
の
推
梢
を
み
る
結
果
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
チ
ェ
ン
マ
イ
市
を
中
心
と
す
る
地
域
労
働
市
場
は

(
14
)
 

最
近
郊
の
通
勤
圏
内
農
村
の
場
合
を
含
め
‘
ま
だ
十
分
に
近
代
的
な

労
働
力
を
形
成
し
て
な
い
か
‘
そ
れ
で
も
周
辺
農
村
を
ま
き
込
み
始

め
た
こ
と
の
意
義
は
や
は
り
大
き
い
。

地
域
労
働
市
場
に
関
す
る
第
三
の
特
徴
は
‘
農
村
（
雑
業
）
労
働

市
場
の
拡
大
か
、
実
は
都
市
化
の
発
展
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
商
店
経
営
を
含
む
大
小
規
校
の
自
営
業
の
機
会
の
拡
大
、

問
屋

・
仲
買
人
の
注
文
を
受
け
る
家
内
工
業

・
内
職
の
増
加
は
‘
単

に
チ
ェ
ン
マ
イ
だ
け
で
な
く
北
タ
イ
一
円
の
都
市
の
需
要
の
増
加
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
見
関
係
な
さ
そ
う
に
み
え
る
農
業
日

雇
の
増
加
に
し
て
も
‘
上
層
農
子
弟
か
都
市
労
慟
力
に
流
れ
て
し
ま

う
た
め
に
生
じ
た
労
働
力
不
足
を
補
う
と
い
う
因
果
関
係
も
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
村
の
雑
業
労
働
市
場
の
拡
大
も
都

市
化
の
進
展
に
負
う
所
が
大
き
い
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
‘
雇
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用
問
題
の
解
決
を
農
村
内
部
の
労
慟
市
場
だ
け
に
限
定
す
る
の
は
あ

や
ま
り
で
あ
る
。

農
家
お
よ
び
非
農
家
か
か
か
わ
る
労
働
市
場
は
‘
便
宜
上
‘
職
種

と
就
業
状
態
を
基
池
＇
と
し
て
次
の
四
つ
に
区
分
す
る
こ
と
か
で
き
る

。

階層毎の労働市場とのかかわり

自家農薬労働

図 1

都市労働農村労働

11 

臨時

' ー常

III 

恒常

N 

臨時
(29) 45戸(17) 

（注） 1 . 自作にはその他を含む。

2. 実線は恒常的、点線は一時的流れ。

3. 恒常的都市労慟には農村部の教師、公務貝を含む。
4. 自家漿業労働には農業専従、農主兼従を含む。

5. 兼主農従人口は 1部 I、IIIに含まれるが、表示せず。



I
•

恒
常
的
都
市
労
慟
市
場
‘
I
I
・
臨
時
的
都
市
労
慟
市
場
‘

I
I
I
.

恒
常
的
農
村
労
働
市
場
‘

N
・
臨
時
的
農
村
労
働
市
場
。

便
宜
的
に
四
区
分
し
た
労
働
市
場
に
対
し
階
層
別
に
ど
う
か
か
わ

る
の
か
‘
大
ざ

っ
ぱ
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
め
作
製
し
た
の
が
図

一

で
あ
る
。

ま
ず

I
の
恒
常
的
都
市
労
働
市
場
は
自
作

（
お
よ
び
類
似
世
帯
を

含
む
）
が
も
っ

と
も
多
く

一
戸
平
均
0

•

六
四
人
で
あ
る

。

図
示
で

き
な
い
が
‘
中
で
も
自
作

一
0
ラ
イ
以
上
層
と
そ
の
他
の
三
ー
五
お

よ
び
七

-
1
0
ラ
イ
層
か
ず
ば
ぬ
け
て
多
く
‘
つ
い
で
自
作
五
I
七

ラ
イ
層
の
順
で
あ
り
‘
上

・
中
層
農
に
多
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ

の
他
の
階
層
の

一
戸
当
平
均
は
‘
自
小
作

(
O
•

五
五
人
）
、
小
作

(
O
・
ニ
六
人
）
、
非
農

(
O
・
ニ
五
人
）
で
あ
り
‘
こ
こ
で
も
自

小
作
の
方
か
小
作
、
非
農
よ
り
も
む
し
ろ
多
い
。

II
の
臨
時
的
都
市
労
働
市
場
に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
が
少
な
す
ぎ
て

あ
ま
り
は

っ
き
り
と
し
た
傾
向
は
出
て
来
な
い
が
‘
先
は
ど
の
木
彫

の
例
で
も
う
か
か
え
る
よ
う
に
‘
特
定
の
職
種
に
つ
い
て

I
と
II
か

相
互
転
換
的
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

m
の
恒
常
的
農
村
労
働
市
場
は
‘

ー
の
傾
向
と
は
全
く
逆
に
‘
非

農
か

一
戸
平
均
一

•

六
五
人
で
も
っ

と
も
多
く
‘
つ
い
で
小
作

(
O

•

五
四
人
）
、
自
作

(
0
•

三
八
人

）
、
自
小
作

（O
·

ニ

0
人
）

の
順
と
な

っ
て
い
る
。
非
農
家
の
中
で
も
‘
こ

の
よ
う
な
市
場
に
も

っ
と
多
く
か
か
わ
る
の
か
日
雇
・内
職
を
専
門
と
す
る
世
帯
で
あ
る
。

た
だ
し
、
非
農
家
に
多
い
の
は
定
義
上
の
理
由
も
あ
る
。

N
が
定
義

上
す
べ
て
の
非
農
家
世
帯
員
を
排
除
す
る
結
果
と
な

っ
て
し
ま

っ
た

た
め

III
に
は
‘
た
し
か
に
農
外
労
働
の
専
従
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

通
年
労
働
を
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
非
農
家
の
世
帯
貝
も
含
ん
で

し
ま
い
‘
こ
の
た
め
非
農
家
世
帯
員
か
や
や
多
目
に
出
て
し
ま

っ
て

い
る
。
N
の
臨
時
的
農
村
労
働
市
場
は
様
々
な
職
種
と
雇
用
状
態
を
含
む

の
で
、
農
家
の
各
階
層
に
‘
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な
く

一
戸
平
均
一
人
程

度
お
り
‘
と
く
に
階
層
的
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
て
以
上
の
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
説
明
し
て
お

こ
う。

恒
常
的
都
市
労
働
市
場

職
種
は
洋
裁

(
-
四
人
）
‘
専
門

・
公
務

(
―
一
人
‘
た
だ
し
教
員
七‘

笞
官

一
‘
兵
士

一
、
公
営
企
業
二）

木
彫

（九
人
）
、
サ
ー
ビ
ス

（五
人

）
な
ど
を
代
表
的
職
種
と
し
‘

就
業
者
数
は
合
計
六
0
人
で
あ
る
。

専
門

・
公
務
の
う
ち
と
く
に
教
員
は
そ
の
他

（一

部
貸
付
の
自
作
）

と
非
農
の
上
層
に
多
く
‘
洋
裁
と
木
彫
は
自
作
農
お
よ
び
そ
の
他
の

上

・
中
層
に
多
い
。
男
女
比
は
男
三
七
人
女
二
三
人
で
あ
り
‘
と
り

わ
け
二
0
代
か
男
二
五
人
女
一
八
人
で
大
半
を
し
め
る
。

就
業
地
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ

（二

四
人

）
‘
郡
内

（九
人
）
‘
北
タ

イ

（九
人
）
、
バ
ン
コ
ク

（九
人
）
な
ど
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
マ
イ
か

も

っ
と
も
多
く
‘
ま
た
そ
う
で
な
く
と
も
‘
北
タ
イ

一
円
に
と
ど
ま

り
‘
バ

ン
コ
ク

ヘ
出
て
い
る
者
は
一
五
％
で
あ
る
。

雇
用
上
の
地
位
は
‘
民
間
企
業

（三
五
人
）
、
公
務
員

(
―
一

人
）
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ノ

自
営
（
五
人
）
の
順
で
あ
り
、
民
間
企
業
の
雇
用
が
多
い
が
‘
そ
の

事
業
所
規
模
は
従
業
員
一

0
人
未
満
の
規
模
が
ほ
ぼ
六
割
（
三
五
人
）

を
し
め
‘
小
さ
い
。
公
務
員
以
外
に
月
給
形
態
の
収
入
を
う
る
者
は

一
九
人
い
る
か
‘
低
賃
金
で
あ
る
。
全
体
六

0
人
の
う
ち
二
‘
五

O

0
バ
—
ツ
未
満
の
月
収
し
か
な
い
者
か

三
二
人
お
り
‘

三
‘
O
O
O

バ
ー
ツ
以
上
の
者
は
八
人
の
み
で
あ
る
。
職
業
別
に
は
専
門
・
公
務

は
す
べ
て
月
給
二
‘
五

0
0
バ
ー
ツ
を
上
ま
わ
る
が
、
そ
の
他
で
と

く
に
目
立
っ
て
収
入
の
い
い
職
種
は
な
い
。
青
年
に
人
気
の
あ
る
洋

裁
‘
木
彫
に
し
て
も
そ
の
半
数
以
上
は
二

‘

O
0
0
バ
ー
ツ
未
満
の

月
収
し
か
な
い
。
こ
の
水
準
で
は
親
元
へ
の
定
期
的
送
金
は
お
ぽ
つ

か
な
い
。

臨
時
的
都
市
労
働
市
場

昨
年
だ
け
の
分
で
み
る
と
‘
三

0
人
中

一

七
人
ま
で
が
チ
ェ
ン
マ
イ
等
の
季
節
的
建
設
労
働
に
行

っ
て

い
る
。

つ
い
で
サ
ン
カ
ン
ペ
ー
ン
の
木
彫
六
人
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
の
洋
裁
五
人

の
順
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
で
の
建
設
労
働
は
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学

と
チ
ェ
ン
マ
イ
・
ラ
ン
ド
（
分
譲
住
宅
地
）
の
建
設
現
場
に
集
中
し

て
い
る
。

年
齢
は
二

0
代
(
-
五
人
）
、

三
0
代

（九
人
）
で
、
や
は
り
二

0
代
が
多
い
。
女
子
は
二

0
代
の
三
名
の
洋
裁
だ
け
で
、
あ
と
は
男

子
で
あ
る
。
女
子
に
は

III
の
家
内
工
業
‘
内
職
の
機
会
が
あ
る
の
か

そ
の
一
因
だ
ろ
う
。
収
入
は
年
額
三
‘

O
O
O
I
五‘

0
0
0
バ
ー

ツ
が
―
一
人
で
も
っ
と
多
い
か
‘
五
‘

O
O
0
バ
ー
ツ
以
上
も
六
人

い
る
。

昨
年
だ
け
に
限
ら
ず
も

っ
と
も
最
近
の
出
稼
に
つ
い
て
地
域
と
職

種
を
み
る
と
‘

北
タ
イ

一
円
の
木
彫

(
-
六
人
）、

チ
ェ
ン
マ
イ
の

建
設
(
-
五
人
）
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
洋
裁

（六
人
）
か
代
表
例
で
あ

る
。
年
齢
は
二
0
代

（
三
二
人
）
、
三

0
代

（九
人
）
で
圧
倒
的
に

二

0
代
が
多
く
‘
四
九
例
中
女
子
は
五
例
の
み
で
や
は
り
少
な
い
。

恒
常
的
農
村
労
働
市
場
把
握
で
き
た
限
り
で
は
‘

1
0
六
人
か
従

事
し
て
お
り
‘
量
的
に
は
も
っ
と
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。
恒
常
的

都
市
労
慟
と
な
ら
ん
で
二
大
雇
用
源
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

階
層
別
の
職
種
‘
男
女
年
齢
構
成
の
数
表
は
‘
技
術
上
の
理
由
で

省
略
す
る
か
‘
は
ぽ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
先
は
ど
も
確
認
し
た
所
で

あ
る
か
、
非
農
家
の
中
で
も
下
層
と
い
っ
て
い
い
日
層

・
内
職
専
門

世
帯
三

0
戸
か
五
六
人

（男
二
五
人
女
三
一
人
）
を
抱
え
も

っ
と
も

多
く
‘
つ
い
で
小
作
農
世
帯
の
従
事
者
数
が
多
く
‘
ま
た
自
作
農
で

も

一
ー
三
ラ
イ
層
は
比
較
的
多
い

。

た
だ
し
男
子
と
女
子
で
は
恒
常
的
農
村
労
働
の
意
味
が
や
や
異
な

る
。

男
子
の
場
合
‘
農
業
日
雇

•

日
雇
一
般
双
方
の
日
雇
や
雑
業
的

小
規
模
商
業
自
営
等
に
従
事
す
る
よ
う
な
本
来
的
下
層
農
家
の
世
帯

員
か
多
い
の
に
対
し
‘
女
子
の
場
合
‘
家
内
工
業
・
内
職
の
洋
裁

・

織
布

・
コ
ッ
ク
編

（草
ひ
も
編
）
に
従
事
す
る
者
の
中
に
は
‘
上

・

中
層
農
家
の
主
婦
‘
娘
の
小
遣
い
稼
ぎ
の
者
か
含
ま
れ
て
お
り
‘
一

律
に
下
層
農
世
帯
員
か
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

理
由
は
さ
し
あ

た
り
‘
男
子
で
あ
れ
ば

I
、
11
の
形
で
都
市
に
向
う
は
ず
の
流
れ
が

農
村
に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
や
‘
女
子
の
相
対
的
な
勤
勉
さ
等
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に
求
め
る
こ
と
か
で
き
よ
う。

職
種
と
男
女
の
年
齢
構
成
は
表
三
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

恒常的農村労働の職種と年齢

男 子 女 子 A ロ

-19 20 30 40 60- 計 -19 
20 30 40 60- 計 計-29 -39 -59 -29 -39 -59 

1. 商業大経営 2 1 3 3 1 4 7 

2. 商業小経営 3 2 I 6 2 4 1 7 13 

3. 商業 雇用 I 1 1 

4. 農業 日雇 5 7 3 15 ， 2 II 26 

5. 8雇一般 1 4 1 1 1 8 2 1 2 5 13 

6. 木 彫 3 3 3 

7. 洋 裁 5 8 13 13 

8. 線 布 1 4 l 6 6 

9. コ ック編 2 4 5 5 6 22 22 

JO. 精米所雇用 1 1 2 2 

A ロ 計 I 16 13 6 I 37 ， 24 18 12 6 69 106 

表3

職
種
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
く
と
‘
こ
れ
ら
職
種

の
中
で
別

格
は

「商
業
大
経
営
」
（
大
店
舗
‘
裁
縫
工
場
‘

洋
裁
品
仲
買）

で

あ
る
。
一

人
当
の
月
額
収
入
で
み
る
と
‘

平
均
二、

0
0
0
バ
ー
ツ

を
超
え
て
お
り
‘
七
割
近
く
は

一
、
0
0
0
バ
ー
ツ
未
満
で
し
か
な

い
通
常
の
III
と
は
別
格
な

の
で
あ
る
。

男
子
は
二
0
代‘

三
0
代
の
商
業
自
営
‘
日
雇
か
多
い
が
、
女
子

は
こ

の
よ
う
な
傾
向
に
さ
ら
に
加
え
て
、
若
年
の
洋
裁
‘
中
年
の
織

布
、
全
世
代
に
わ
た
る
コ

ッ
ク
編
と
い
う
家
内
工
業
的
、
内
職
的
職

種
が
加
わ
り
、
人
数
も
こ

の
分
だ
け
男
子
よ
り
多
く
な

っ
て
い
る
勘

定
で
あ
る
。

月
額
収
入
は
‘
先
述
の
よ
う
な
商
業
大
経
営
は
別
格
と
し
て
‘

-
‘

O
O
O
ー
ニ
、
0
0
0
パ
ー
ツ
の
収
入
を
つ
る
者
の
多
い
職
種
と
し

て
は
‘
商
業
小
経
営

(
-
三
人
中
七
人
）
‘
洋
裁

(
-
三
人
中
四
人
）

な
ど
が
あ
る
。
農
業
日
雇
も
人
数
は
五
人
で
多
い
部
類
だ
が
、
半

数
以
上
は

一
、

0
0
0
バ
ー
ツ
未
満
の
収
入
し
か
な
く
‘

一
、
0
0

0
バ
ー
ツ
台
の
収
入
は
む
し
ろ
例
外
的
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。
織
布
‘

コ
ッ
ク
編
は
そ
の
は
と
ん
ど
か
五

0
0
バ
ー
ツ
未
満
の
収
入
で
し
か

な
く
‘
ま
さ
し
く
小
遣
い
稼
ぎ
の
内
職
で
あ
る
。

臨
時
的
農
村
労
働
市
場

農
業
を
主
と
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
は
こ

の
よ
う
な
職
を
も
臨
時
に
行
な
つ
農
家
の
世
帯
員
の
労
働
力
か
ら
な

り
、
先
述
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
階
層
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か

し
従
業
者
の
多
い
職
種
で
み
る
と
‘
コ

ッ
ク
編
（
三
二
人
）
、
農
業

日
雇

（
二
ニ
人
）
な
ど
は
‘
換
算
経
営
規
模
三
ー
五
‘
五
ー
七
ラ
イ
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な
ど
の
中
規
模
層
に
や
や
多
く
‘
こ
の
層
の
家
族
労
働
力
が
や
や
過

剰
気
味
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
‘
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
他
就
業
者
の
多
い
職
種
と
し
て
は
‘
洋
裁

(
―
一

人
）
‘
織

布

(1
0
人
）
、
そ
の
他
内
職

（八
人
）
な
ど
が
あ
る
。

III
と
同
様
の
理
由
で
男
女
比
率
は
圧
倒
的
に
女
子
か
多
い
。
年
齢

は
男
女
と
も
二
O
I
五
0
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
に
わ
た
り
、
他
と

は
ち
か
い
中
高
年
世
帯
主
も
参
加
し
て
い
る
。
収
入
は
年
額
三
‘
〇

0
0
バ
ー
ツ
を
超
え
る
者
は
約
二
0
％
に
す
ぎ
ず
‘

二
、

0
0
0
バ

ー
ツ
未
満
の
者
が
半
数
を
し
め
る
。
し
か
し
こ
の
額
で
も
表
一
欄

一

一
の

一
人
当
農
業
純
収
入
と
比
較
す
れ
ば
決
し
て
無
視
で
き
な
い
額

で
あ
る
。

以
上
農
外
労
働
市
場
の
四

つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
概
観
し
て
み
た
が

若
干
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

第

一
は
都
市
の

I
と
II
は
職
種
に
よ

っ
て
は
転
換
可
能
だ
か
‘
場

合
に
よ
り
全
く
異
な

っ
た
市
場
で
あ
る
可
能
性
か
あ
る
の
に
対
し
‘

農
村
の
III
、
N
は
市
場
は
ほ
と
ん
ど
全
く
重
な
る
の
で
‘
ち
が
い
は

た
だ
専
か
従
か
と

い
う
就
業
状
態
だ
け
で
あ
る
。

都
市
労
働
力
市
場
I
と
II
の
間
に
は
転
換
可
能
な
職
種

（木
彫
‘

洋
裁
が
典
型
）
と
不
可
能
な
職
種

（
た
と
え
ば

I
の
専
門

・
公
務
員
‘

II
の
建
設
が
典
型
）
と
か
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
‘
最
終
的
に
は
チ
(15) 

ェ
ン
マ
イ
市
自
体
の
労
働
力
市
場
の
構
造
分
析
に
待
つ
べ
き
で
あ
る

が
、
都
市
側
に
は
少
く
と
も
三
つ
の
労
働
力
市
場
か
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
農
村
労
働
市
場
の
場
合
は
‘
大
規

模
商
業
経
営
を
別
と
す
れ
ば
、

III
と
N
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
間
で
も
職
種

間
で
も
転
換
は
そ
う
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

。

第
二
点
は
‘
都
市
労
働
市
場
と
農
村
労
働
市
場
と
の
転
換
可
能
性

に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
容
易
な
の
は
都
市
の
建
設
労
慟
と
農

村
の
雑
業
と
の
間
の
転
換
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
で
多
少
の
熟
練

を
と
も
な
ぅ
洋
裁
‘
木
彫
等
も
、
都
市
と
農
村
の
間
を
往
来
で
き
る

と
い
う
意
味
で
も
‘
ま
た
家
の
農
業
と
の
転
換
か
で
き
る
と
い
う
意

味
で
も
転
換
は
可
能
で
あ
る
。
都
市
労
働
市
場
か
不
安
定
で
あ
る
限

り‘

二

0
代
を
都
市
で
過
ご
し
た
あ
と
帰
村
す
る
と
い

う
可
能
性
も

十
分
あ
り
う
る
。

166 

五

要

約

部
分
的
資
本

主
義
化
—

|
l

そ
れ
も
外
か
ら
も
ち
込
ま
れ
た
資
本

主

義
化
ー

を
と
げ
た
農
村
で
は
‘
農
民
層
分
解
は
‘
農
業
経
営
の
商

品
経
済
化
と
地
域
労
働
市
場
へ
の
か
か
わ
り

(II賃
労
慟
者
化
）
と

い
う
主
要
二
局
面

へ
の
階
層
毎
の
異
な

っ
た
対
応
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
が
、
そ
れ
は
古
典
的
農
民
層
分
解
と
は
や
や
異
な

っ
た
形
を
と
る
。

自
作
上
層
農
お
よ
び
自
小
作
最
上
層
農
は
‘
そ
の
子
弟
の
都
市
賃

労
働
者
化
と
い
う
点
で
も
最
も
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
商

品
的
農
業
と
都
市
賃
労
働
者
化
の
両
面
に
お
い
て
う
ま
く
対
応
し
て

い
る
。

つ
い
で
自
作
中
農
層
か
こ
れ
に
似
た
対
応
を
示
す
。
と
こ
ろ

か
自
小
作
と
小
作
の
中
農
層
は
‘
実
際
の
経
営
規
投
か
か
な
り
大
き



い
の
で
、
三
人
以
上
の
農
業
従
事
世
帯
員
を
割
り
あ
て
て
い
る
が
‘

小
作
料
負
担
の
た
め
農
業
生
産
性
は
自
作
中
農
よ
り
や
や
低
く
な
っ

て
し
ま
い
‘
し
か
も
す
で
に
農
外
労
慟
に
ふ
り
む
け
る
労
働
力
は
残

っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
小
作
の
三
ー
五
ラ
イ
層
は
腹
業
労
働
力
を

滅
ら
し
、
労
働
力
を
都
市
労
働
に
ふ
り
向
け
て
い
る
点
で
、
自
作
中

農
に
似
た
例
外
的
対
応
を
示
す

。

•

下
層
は
い
ず
れ
に
し
て
も
‘
農
外
労
慟
を
重
点
に
考
え
ざ
る
を
え

な
い
か
、
小
作
農
は
や
は
り
同
じ
よ
う
な
理
由
に
よ

っ
て
農
業
労
働

に
世
帯
員
を
相
対
的
に
多
く
ふ
り
向
け
‘
農
外
労
慟
に
ふ
り
向
け
る

余
裕
が
な
い
か
ら
、
自
作
農
に
は
農
業
経
営
の
効
率
と
都
市
賃
労
慟

者
化
の
両
面
で
劣
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
を
要
す
る
に
‘
上
中
下
層

を
通
じ
て
、
小
作
、
自
小
作
は
‘
小
作
料
負
担
の
た
め
実
際
経
営
面

栢
を
拡
大
せ
ざ
る
を
え
ず
‘
こ
れ
か
労
働
力
配
分
に
硬
直
性
を
も
た

ら
し
、
都
市
労
働
市
場
へ
の
子
弟
労
働
力
の
ふ
り
向
け
を
遅
ら
せ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

非
農
の
場
合
は
‘
内
職

•

日
雇
層
と
い
う
‘
小
作
下
層
と
転
換
し

ぁ
7
階
層
に
お
い
て
、
都
市
労
慟
市
場
へ
の
対
応
が
も

っ
と
も
遅
れ

農
村
雑
業
者
と
し
て
農
村
に
滞
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
専

門
職
‘
と
く
に
教
員
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
都
市
的
職
種

の
就
業
者

の
学
歴
が
農
村
の
そ
れ
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
世
帯
主
の

年
齢
が
比
較
的
若
く
子
供
が
小
さ
い
家
族
周
期
に
あ
り
‘
し
か
も
独

身
若
年
層
で
な
い
と
歓
迎
さ
れ
な
い
と
い
う
都
市
労
慟
市
場
側
の
事

情
が
あ
り
そ
う
な
の
が
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
階
層
に

は
世
帯
主
が
四

0
代
以
上
も
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。
理
由
は
と
も
あ

れ
‘
農
村
に
滞
留
し
も
し
幸
運
な
場
合
小
作
経
営
を
行
な
え
る
と
い

う
期
待
が
、
都
市
労
働
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
‘
困
難
に
し
て
い
る
と

い
う
循
環
が
成
り
た

っ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア
に
お
い
て
は
‘
土
地
所
有
の
有
無

が
‘
農
業
経
営
の
効
率
の
み
な
ら
ず
都
市
的
賃
労
働
者
化
を
も
規
定

し
‘
お
そ
ら
く
さ
ら
に
は
様
々
な
生
活
チ
ャ
ン
ス
を
も
規
定
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
農
村
で
は
農
地
改
革
に
よ
る
経
済
的
利

害
や
生
活
チ
ャ
ン
ス
の
均
等
化
が
ま
だ
十
分
に
意
義
を
も
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
‘
ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア
の
場
合
‘
解
放
を
せ
ま
る

べ
き
相
手
は
‘

主
と
し
て
区
内
で
は
な
く
町
に
い
る
。

(
1
)
 
A
.
G
u
n
d
e
r
 
F
r
a
n
k
,
 L
a
t
i
n
 
A
m
e
r
i
c
a
:
 
U
n
de
rd
e
v
e
l
op
m
e
n
t
 

o
r
 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 
N
e
w
 Y
o
r
k
 
&
 L
o
n
d
o
n
,
 1
9
6
9
,
 P
P
.2
1ー

107

(
2
)
 
J
a
m
e
s
 P
e
t
r
a
s
,
 "T
o
w
a
r
d
 a
 T
h
e
o
r
y
 
of 
Industrial 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
in 
t
h
e
 
T
h
i
r
d
 
W
o
r
l
d"
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
C
o
n
/
e
m
 

P
o
r
ミ
y
A
s
i
a
,
 1
4
-
2
.
1
9
8
4
,
 P
P
.
1
8
5ー

1
8
6
.

(
3
)
 

P
e
t
e
r
 L
i
m
q
u
e
c
o
 &
 B
r
u
c
e
 
M
c
F
 arlane 
,
 N
e
o
 ,
 
M
a
rx
i
s
t
 

T
h
e
o
r
ies 
o
f
 
D
e
ve
l
o
P
m
塁
t
,
 L
o
n
d
o
n
 
&
 C
a
n
b
e
r
r
a
,
 1
9
8
3
.
 

所
収
の
第
三
‘
六
‘
十
二
章
等
が
の
ぺ
る
よ
う
に
‘
従
属
理
論
は
国
内

の
階
級
対
立
よ
り
も
国
家
間
対
立
を
重
視
し
た
り
‘
査
本
蓄
積
に
と
も

な
う
階
級
構
成
の
変
化
を
見
落
し
た
り
す
る
な
ど
‘
階
級
分
析
に
関
し

て
重
大
な
弱
点
が
あ
る
。

(
4
)

北
原

『開
発
と
農
業
ー

|
古
＾
南
ア
ジ
ア
の
資
本
主
義
化
』

想
社
‘
一
九
八
五
年
）。

世
界
思
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(
5
)

日
本
社
会
学
会
の
有
志
に
よ
る
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
化
の

社
会
学
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
古
屋
野
正
伍
）
が
昭
和
五
九
年
度

科
学
研
究
費

（海
外
学
術
調
査
）
の
助
成
を
え
て
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

夕
‘
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
、
パ
ン
コ
ク
を
中
心
に
行
な
わ
れ
‘

筆
者
も
チ
ェ
ン
マ
イ
農
村
班
に
参
加
し
た
。

(6
)

北
原
「
東
南
ア
ジ
ア
の

r
緑
の
革
命
』
と
労
働
力
、
土
地
所
有
」『国

際
農
林
業
協
力
』
八
ー
ニ
‘
一
九
八
五
年
‘

ニ
ー

一
0
頁
。

(
7
)

正
確
に
は
地
主
お
よ
ぴ
農
業
労
働
者
に
‘
で
あ
る
。
折
半
小
作
や
農

業
労
慟
者
の
無
制
限
に
近
い
雇
用
と
い
う
慣
習
の
中
に
は
‘
実
は
共
同

体
的
原
理
も
あ
り
そ
う
だ
か
‘
こ
こ
で
は
そ
の
側
面
は
捨
消
す
る
。

(
8
)

通
勤
圏
内
の
サ
ン
サ
ー
イ
郡
パ

ー
パ
イ
村
第
四
区
一
三
六
戸
中
の
五

0
戸
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
れ
ば
‘
上
、
中
層
農
は
下
層
農
の
専
業
的

経
営
を
し
の
ぐ
兼
業
的
農
業
経
営
を
行
な

っ
て
い

る
上
に
‘
よ
り
安
定

的
な
都
市
労
働
市
場
に
も
か
か
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
‘
下
層
は

上、

中
層
よ
り
経
営
的
に
は
劣
る
専
業
的
農
業
経
営
者
と
、
都
市
・
農

村
雑
業
労
働
者
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
鈴
木
規
之

「パ

ー
パ
イ
村
第
四
区
に
お
け
る
資
本
主
義
の
浸
透
と
兼
業
化

・
脱
農
化
の

動
向
」

r
チ
ェ
ン
マ
イ
近
郊
農
村
の
社
会
変
動

i

筑
波
大
学
社
会
学

類

一
九
八
四
年
度
調
査
報
告
』

筑
波
大
学
社
会
学
研
究
室

一
九
八

五
年
六
ー
ニ
ご
貝
）

。
下
層
農
を
ほ
ぽ
完
全
に
吸
引
し
、
小
作
農
業

を
放
棄
さ
せ
る
よ
う
な
都
市
労
働
市
場
の
発
展
が
あ

っ
た
時
に
は
事
態

は

H
に
移
行
す
る
だ
ろ
う
。

(
9
)

ク
ラ
ー
ン
ヌ
ア
村
の
調
査
に
先
だ
ち
‘
五
ー
六
日
は
ど
チ
ェ
ン
マ
イ

盆
地
の
様
々
な
農
村
六
ケ
村
を
広
域
蹄
査
し
た
際
‘
通
勤
圏
内
型
‘
中

間
型
‘
縁
辺
型
の
三
類
型
が
印
象
的
に
は
認
め
ら
れ
た
。

(
10
)
 
S
h
a
r
o
n
 
K
a
y
 
M
.
 Cal
a
v
a
n
 • 

A
r
istocrats 
a
n
d
 C
o
m
m
o
n
e
,s 

ミ

n
R
u
r
d
[
N
o
r
t
h
e
r
n
 
T
h
a
忌
良
P
h
.D
.
Dissertation 

U
n
i
v
 

of 
Illm01s
,
 19
7
 
4
 

(
11
)

夫
と
妻
の
相
続
財
産
は
‘
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
財
産
で
あ

っ
て
‘
夫
婦

の
共
有
財
産
で
は
な
い
‘
と
い
う
観
念
が
強
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
観

念
か
ら
す
れ
ば
‘
父
母
の
合
計
所
有
地
面
積
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

(
12
)

北
原
前
掲
書
一
三
九
頁
（
一
部
加
工
）

。

(
13
)

田
坂
敏
雄

「
タ
イ
に
お
け
る
農
村
雑
業
層
の
流
出
構
造
」

r
ア
ジ
ア

経
済
』
二
六
ー
ニ
‘
一
九
八
五
年
‘
四
八
ー
五
三
頁
。

北
原

“L
a
n
d
l
e
ss
P
e
a
s
a
n
t
s
 
a
n
d
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 C
h
a
n
g
e
 
in 
C
e
n
 

tral 
T
h
a
i
l
a
n
d
 ,
 

r文
化
学
年
報
』
（
神
戸
大
学
）

四
号
‘
一
九

八
五
年
‘
九

O
I
九
三
頁
。

(
14
)

た
と
え
ば
パ
ー
バ
イ
村
第
四
区
の
チ
ェ
ン
マ
イ
通
勤
者
の
う
ち
、
プ

ル
ー
カ
ラ
ー
一
七
人
に
し
め
る
工
場
労
働
者
は
わ
ず
か
三
人
に
す
ぎ
な

い

（筑
波
大
前
掲
書
四
l

頁
）
。

(
15
)

橋
本
祐
子

「
チ
ェ

ン
マ
イ
の
労
働
力
と
労
慟
市
場
」
（
第
五
九
回
日

本
社
会
学
会
報
告
）
に
よ
れ
ば
‘
チ
ェ
ン
マ
イ
の
労
慟
市
場
は
‘
①
専

門
熟
練
労
拗
者

（主
と
し
て
外
部
か
ら
流
入
）
‘
②
縁
辺
臨
時
労
慟

者
（
都
市
下
層
民
‘
近
郊
農
村
の
余
剰
労
働
力
に
よ
る
季
節
的
建
設

・

サ
ー
ム
ロ
ー
ひ
き
な
ど
）
‘
③
半
熟
練
労
働
者

（通
勤
農
民
‘
都
市
住

民
に
よ
る
公
務
‘
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
な
ど
）
に
区
分
さ
れ
‘
商
品
経
済
か

ら
資
本
主
義
経
済
へ
の
発
展
に
と
も
な
い
‘
②
か
ら
③
へ
の
推
移
が
み

ら
れ
る
‘
と
い
う
。
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〔
追
記
〕
本
稿
は
昭
和
五
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
柑
（
海
外
学
術
調
査
）

助
成
に
よ
る

「東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
化
の
社
会
学
的
研
究
」

（
研
究
代

表
者
古
屋
野
正
伍
）
の
筆
者
分
担
テ
ー
マ
の
中
間
報
告
で
あ
る
。

（神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授）




